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1． はじめに 

近年，鋼床版の疲労損傷が多数報告されており，予防対策の確立が望まれる．これまでに確認されているＵリブ鋼

床版の疲労損傷の発生部位は大きく分けて，Ｕリブ・横リブ交差部，Ｕリブ・デッキ交差部の 2 つである．この内，Ｕリ

ブ・デッキ交差部の損傷事例は，今後発生数増加が予想されること，亀裂がデッキを貫通すると舗装の損傷や路面陥

没に繋がること，亀裂発生部の構造ディテールはＵリブ鋼床版にほぼ共通であることなどから，対策は急務である． 

Ｕリブ・デッキ交差部における疲労損傷の原因は，デッキの剛性不足であると考えられている．そこで，デッキ上面に

ゴムラテックスを混入したモルタル（以下，ゴムラテックスモルタル）を打設した合成構造（以下，ゴムラテックス合成鋼床

版）とすることで，デッキの曲げ剛性を上げ，疲労耐久性を向上させる補強工法が提案されている．  

著者らは，乾燥環境下においてゴムラテックス合成鋼床版の疲労耐久性を確認した 1)．一方，RC 床版は水の影響

により疲労耐久性が大きく低下することが知られている 2)．実橋では，雨水によりデッキ上面のゴムラテックスモルタルが

湿潤状態になることが予想され，水中環境下での疲労耐久性を確認する必要である．そこで，実物大の試験体を用い，

床版上面に水を張って輪荷重走行試験を実施した． 

2． 試験概要 

本試験で用いた試験体および荷重走

行位置を図 1に示す．試験体は，実橋で

Ｕリブ現場継手部近傍に疲労損傷が多

いことから添接部と密閉ダイヤフラムを設

けた．また，輪荷重の走行範囲内に横リ

ブを配置し，U リブスパンは実橋とほぼ同

じ 2400mm とした．走行位置は，実橋に

おける走行位置を参考に決定した．デッ

キ上面には，先に実施した試験 1)におい

て生じたデッキ貫通亀裂に対して当て板

補修してある．当て板は板厚 9mmで，全

周すみ肉溶接で取り付けた．ゴムラテッ

クスモルタルは45ｍｍ厚で打設した．デッ

キの表面には接着剤やジベル等を設けず，ブラスト処理のみ施し

た．ゴムラテックスモルタルは材齢 28日で圧縮強度 19.9MPa，引張

強度 1.8MPa，ヤング係数 15.7GPaであった． 

試験で使用した載荷板は，ダブルタイヤ形状を再現するため T

荷重を 2分割し，200×190ｍｍの 2つの載荷板を 120mmの間隔を

開けて配置してモデル化した．載荷荷重は 118kNである． 

水張方法を図 2 に示す．ゴムラテックスモルタルの上面および端

部が完全に水没するように水を張った． 
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3．試験結果 

3.1 破壊状況 

 ゴムラテックス合成鋼床版は，41万回走

行時にゴムラテックスモルタルにひび割れが

生じ破壊に至った．試験直後，ゴムラテック

スモルタルのひび割れ付近には泥が堆積し

ていた．モルタル成分が粉砕され泥水として

ひび割れより噴出したものと思われる． 

 ひび割れ状況を図 3に示す．ひび割れは，

当て板直上，横リブ直上，添接板の角の当た

る部位で多く発生していた．逆に，ゴムラテッ

クスモルタル厚の最も薄い添接板直上には

発生していなかった．ひび割れの原因として

は，鋼床版の構造に起因するもの，ゴムラテ

ックスモルタルの品質，ゴムラテックスモルタ

ル内またはデッキとの境界面に浸透した水に

よる水圧の影響などが考えられる． 

3.2 ひずみ・たわみ―走行回数関係 

 Ｕリブスパン中央に輪荷重を静載荷した際の荷重直下のひずみ・たわみと走行回数の関係を図 4に示す．ひずみは

Ｕリブ・デッキ溶接線のデッキ側溶接止端部より 5mmの位置の溶接線に直角方向のもので，たわみはＵリブ間中央の

デッキで測定した．ひずみ，たわみ共に走行回数が増加するにつれて増大した．版全体の曲げ剛性が走行回数増加

につれて低下しているのが分かる．ひずみ・たわみの測定位置は図 3から分かるように，ひび割れが目立って発生して

いた個所ではない．にもかかわらずひずみが増大した原因として，デッキとの境界面に浸透した水が，輪荷重走行毎

に高い水圧を発生し，境界面の付着切れを進行させたことが考えられる． 

3.3  ゴムラテックス合成鋼床版の水中環境下での疲労耐久性 

ゴムラテックス合成鋼床版の水中環境下での疲労耐久性を，走行回数を用いて無補強，乾燥環境下 1)
 と比較した．

破壊までの走行回数は水中環境下 41万回，無補強 95万回 1)である．一方，乾燥環境下では試験終了 200万回まで

に損傷が発生せず終了した．以上のデータをもって，損傷発生までの走行回数を計算する．乾燥環境下のものは， 

①無補強と同様に鋼床版が疲労亀裂を発生する，②10万回以降は水中環境下の 10万回時のひずみで継続する（図

4線Ａ），と仮定した．仮定②は，乾燥環境下では水中環境下と対応するデータとしてたわみしかないこと，ならびに乾

燥環境のたわみが 10万回までは増加するが，その後一定であることから決定した．上記の仮定のもと，図 4範囲Ⅰの

累積損傷値と，範囲Ⅱの累積損傷値が等しくなる走行回数を求めた．この際，S-N曲線の傾きを-1/3 としている．計算

の結果，乾燥環境下の走行回数は 1428万回となる． 

以上より，ゴムラテックス合成鋼床版の水中環境下での疲労耐久性は，乾燥環境下の 1/35，無補強の 2/5であり，水

の影響で疲労耐久性の向上度は大きくならないと言える． 

4． まとめ 

 ゴムラテックス合成鋼床版は，水中環境下では乾燥環境下の 1/35の疲労耐久性しか有しておらず，水が疲労耐久

性に与える影響は大きいことが分かった．ゴムラテックスモルタル表面または端部を遮水する検討が必要である． 

 

図 4 ひずみ・たわみ―走行回数関係 
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